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肉
眼
に
見
ね
る
星
の
話
口

伏
見

吉
田
源
治
郎

　
　
春
の
星
座
　
（
即
き
）

訂
ジ
愛
野
乙
女
華
の
爾
星
座
の
下
方
に
、
二

つ
の
一
気
り
目
立
陀
な
い
星
座
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
「
烏

座
」
ご
「
コ
ッ
プ
座
」
ご
で
す
。

　
烏
星
座
は
、
そ
の
主
だ
つ
た
四
つ
の
星
が
、
不
等
四
淺
形

を
つ
く
っ
て
ゐ
ま
す
か
ら
、
そ
れ
で
見
分
け
が
っ
き
ま
す
、

帥
ち
、
北
東
隅
の
デ
星
ε
、
北
西
隅
の
ガ
星
、
8
、
南
西
隅
の

e

＠
ア

㊤
ガ

ガ
●
　
　
ユ
㊤
　
◎
ア

デ
O

㊤
ぺ

座プソv座鳥

工
星
ご
南
東
隅
の
べ
星
ど
が
そ
れ
で
す

此
四
星
は
い
つ
れ
も
三
等
星
で
す
、

デ
星
の
近
く
に
五
等
星
の
エ
ー
星
が
見

海
工
星
の
下
部
に
四
等
星
の
ア
星
が
見

ぬ
ま
す
。

コ
リ
プ
座
は
、
烏
座
よ
り
も
一
層
、
見

分
け
に
く
い
星
座
で
す
、
三
等
星
の
デ

星
ご
∵
四
等
星
の
ガ
星
ε
、
同
じ
く
四

等
星
の
ア
星
が
、
三
角
形
を
形
づ
く
っ
て
み
る
の
が
目
に
つ

き
ま
す
e

翻
暴
落
上
記
の
烏
…
プ
座
の
甕
ぴ
酉

低
く
長
々
ご
W
の
π
打
ち
ま
は
つ
．
て
位
す
る
の
は
天
界
第
一

ゼ
●

、
デ

O●

テ
ラ

O

●
工
覧

◎
ア6

ム

O
ヌ

ガ
o

O
べ

O
ピ
『

座星蛇海

の
長
尺
物
？
の
ヒ
ド
ラ
星
座
で
す
「
、
一

寸
初
心
の
者
に
ご
つ
て
見
事
け
が
つ
け

に
く
い
。
此
星
座
の
最
輝
星
は
、
ア
ラ

ビ
ヤ
名
で
、
ア
川
フ
フ
ア
ー
ド
ご
呼
ば

．
れ
て
る
る
。
ア
ル
フ
フ
ヒ
ド
レ
エ
節
ち

、
ア
星
で
す
、
ア
ラ
ゼ
や
名
の
意
味
は

「
濁
り
ぼ
つ
ち
」
ご
云
ふ
こ
ご
で
す
。
雌

名
は
此
界
隈
の
星
の
分
布
の
稀
蒋
な
こ

ご
を
示
し
て
ゐ
ま
す
。

　
ア
〃
フ
ゾ
ア
ー
ド
は
薄
二
等
星
の
赤

色
星
で
す
。
そ
れ
で
古
代
の
支
那
の
天

交
野
者
は
此
星
を
「
赤
鳥
」
ε
名
付
け
ま

し
た
。
海
蛇
は
、
西
は
蟹
座
か
ら
東
鳳

天
秤
座
に
か
け
て
、
の
し
や
ば
つ
て
ゐ

ま
す
Q
此
有
名
な
然
し
絵
り
輝
星
に
富

ん
で
み
な
い
ヒ
ド
ラ
座
を
見
出
す
に
は

此
星
座
中
の
最
北
部
の
星
の
群
が
ら
始

め
る
ご
い
、
。
卸
ち
、
此
邊
の
星
憾
、

ア
星
の
右
手
上
部
に
あ
弛
っ
て
ギ
海
蛇

の
頭
部
を
見
つ
く
つ
て
ゐ
ま
す
。

　
頭
部
を
つ
く
っ
て
み
る
の
は
、
エ
ー
、

デ
馬
工
、
ぜ
、
テ
の
五
星
で
す
Q
此
等

の
星
の
眞
上
で
、
墜
乎
巴
獅
子
座
こ
の

聞
に
あ
る
星
座
は
、
蟹
座
で
す
。
見
立
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把
重
星
ば
か
り
で
す
が
、
此
庭
は
黄
道
の
第
四
宿
に
あ
セ
っ

て
ゐ
ま
す
が
、
ガ
デ
、
ぜ
、
ム
の
四
星
が
、
四
二
形
を
形
づ

く
っ
て
ゐ
ま
す
。
そ
し
て
、
四
丁
形
の
最
抵
部
の
五
星
ー
デ

・
星
ご
・
ム
星
ご
は
一
！
は
、
ア
景
出
べ
見
出
ご
共
に
、
不
三
寸
四
邊
形
を

し
て
ゐ
ま
す
Q

　
此
星
座
中
、
著
名
な
事
は
、
四
等
星
の
ガ
星
ε
デ
星
こ
の
間

に
、
点
状
の
雲
の
や
う
に
肉
眼
に
も
見
ね
る
星
群
で
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
蜂
の
…
巣
」
ご
呼
ば
れ
て
ゐ
ま
す
。
プ
ラ
イ
ア
デ

ス
（
す
ば
る
星
群
）
を
除
い
て
は
、
此
星
群
は
、
天
界
で
最
目

ざ
ま
し
い
星
群
で
あ
り
ま
す
。
此
星
群
は
、
古
代
の
天
文
學

者
に
よ
っ
て
早
く
も
畿
見
さ
れ
て
一
勿
論
、
望
遠
鏡
の
な
い

時
代
で
す
か
ら
其
箇
々
の
星
を
見
分
け
る
事
は
出
來
ま
せ
ん

　
　
　
　
　
　
チ
ビ
ユ
ラ

で
し
た
が
I
I
「
星
雲
」
蓬
し
て
分
類
．
さ
れ
ま
し
セ
。
こ
れ
が

天
膿
に
か
、
る
名
裕
の
付
け
ら
れ
π
最
初
で
あ
り
ま
し
π
。

双
眼
鏡
で
覗
い
て
も
、
（
す
ば
る
迄
は
行
き
ま
せ
ん
が
）
中
々

肚
槻
で
す
。

爾
悪
子
盗
聴
の
星
座
の
主
要
な
も
の
は
呈
で
悪

き
ま
す
が
、
今
二
つ
を
羅
げ
る
こ
ざ
が
出
來
ま
す
。
そ
の
一

つ
は
、
髪
星
座
で
す
、
位
置
は
、
乙
女
座
の
上
方
で
、
獅
子

座
の
左
側
に
あ
元
り
ま
す
。

　
髪
座
も
つ
ご
詳
し
く
云
へ
ば
コ
オ
マ
・
ペ
レ
ニ
セ
ス
ご
申

し
ま
す
。
此
星
座
は
随
分
古
代
か
ら
知
ら
れ
て
ゐ
ま
し
把
。

　
指
名
稽
の
意
昧
は
「
ベ
レ
ニ
ス
の
髪
」
こ
い
ふ
事
で
す
。
ぜ

レ
ニ
ス
ご
い
ふ
の
は
埃
及
の
女
王
の
名
で
す
、
こ
れ
に
は
一

つ
の
や
さ
し
い
ロ
ー
マ
ン
ス
が
あ
る
の
で
す
、
ま
あ
お
聞
き

下
さ
い
、
其
話
は
急
う
で
す
、
此
女
王
が
あ
る
時
、
「
私
の
夫

が
戦
揚
か
ら
無
事
に
露
り
ま
す
や
う
に
」
ご
、
紳
惣
に
向
っ
て

彼
女
の
髪
を
懸
け
て
誓
願
し
ま
し
な
、
や
が
て
夫
が
無
事
凱

旋
し
て
も
、
女
王
の
髪
は
、
心
急
に
納
め
ら
れ
ま
し
π
が
、

謡
う
ち
、
い
つ
の
間
に
か
、
其
短
毛
が
盗
難
に
罹
り
ま
し
π
。

そ
れ
で
、
其
時
の
、
お
抱
へ
の
天
文
聖
者
は
、
次
の
様
な
判
．

断
を
下
し
ま
し
π
。
そ
の
髪
毛
は
、
天
界
へ
移
さ
れ
セ
の
だ
．

そ
れ
あ
そ
こ
に
き
ら
く
ご
輝
い
て
み
る
星
の
一
群
こ
そ
、

正
に
女
王
の
髪
毛
で
す
そ
ε
云
っ
て
、
此
星
座
を
指
さ
し
セ

こ
の
事
で
す
。

　
髪
座
に
は
、
認
り
輝
星
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
双
眼
鏡
で
覗

け
ば
、
藪
箇
の
星
を
見
出
す
こ
ご
が
出
來
ま
す
。

　
獅
子
ざ
乙
女
座
こ
の
上
方
で
、
北
斗
七
星
の
下
手
に
あ
る

の
が
、
猟
犬
星
座
で
す
。

　
此
星
座
は
、
春
が
一
番
い
、
観
望
期
で
す
、
北
斗
七
星
さ

へ
畳
ぬ
て
る
れ
ば
猟
犬
座
の
ア
星
は
、
す
ぐ
見
付
け
ら
れ
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
き

す
。
な
せ
か
ご
云
へ
ば
、
こ
の
星
は
、
北
斗
（
摯
）
の
把
手
の

予
予
の
工
星
（
大
魚
星
座
）
に
次
ぐ
極
星
で
す
か
ら
。
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叉
、
此
．
猟
犬
座
ア
星
は
、
コ
川
・
カ
ロ
り
ご
云
ふ
ふ
ざ
け

π
名
で
知
ら
れ
て
ゐ
ま
す
、
其
意
味
は
「
チ
ヤ
川
ス
の
心
臓
」

ε
云
ふ
事
で
す
が
、
そ
の
由
緒
は
急
う
な
の
で
す
。

　
チ
ヤ
川
ス
こ
世
、
が
、
王
政
復
古
に
、
始
め
て
の
ロ
ン
ド
ン

入
市
を
す
る
前
の
夕
方
、
特
別
の
素
破
ら
し
い
輝
き
を
此
星

が
し
π
ご
一
！
さ
う
王
蕪
は
信
じ
て
ゐ
覚
－
一
い
ふ
の
で
前

記
の
名
が
付
け
ら
れ
た
の
だ
さ
う
で
す
。

　
肉
眼
で
は
此
星
の
外
は
見
ね
ま
せ
ん
。
望
遠
鏡
で
の
槻
測
、

者
に
ε
つ
て
は
、
此
獄
犬
座
に
渦
状
星
雲
が
あ
る
の
で
、
著

．
名
で
す
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
×
　
　
　
×

　
其
他
、
牧
夫
星
座
や
、
北
冠
星
座
を
、
春
の
星
の
中
へ
入

れ
る
人
が
無
い
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
は
寧
ろ
、
夏

の
部
へ
入
れ
る
の
が
、
正
當
だ
こ
思
ひ
ま
す
。

　
総
じ
て
、
春
察
は
、
一
1
冬
天
に
比
べ
て
ー
ー
頗
る
貧
弱

な
光
の
星
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
冬
天
で
は
、
七
つ
の
　
等
星

が
見
ね
ま
す
I
l
帥
ち
シ
リ
ウ
ス
・
ベ
テ
ル
ギ
ユ
ウ
ス
、
リ

デ
μ
、
プ
ロ
シ
オ
ン
、
ア
ル
デ
バ
ラ
ン
、
カ
ペ
ラ
、
ボ
ラ
ヅ

ク
ス
の
l
J
其
上
に
、
多
藪
の
二
等
星
が
見
ね
ま
す
。
が
、

春
の
天
界
で
は
、
レ
グ
川
ス
ご
ス
パ
イ
ヵ
が
、
一
等
星
で
め

る
だ
け
で
す
。
碕
、
春
天
で
は
、
他
の
季
ご
比
べ
て
、
輝
星

が
少
な
い
ご
云
ふ
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
他
の
低
級
の

星
も
非
常
に
少
な
い
の
で
す
。
こ
れ
に
は
、
理
由
が
あ
り
ま

す
。

一天

ﾌ
河
の
問
題
一
そ
れ
に
就
い
て
は
、
天
の
河
の
正
讐

知
る
必
要
が
あ
り
ま
す
、
繋
累
天
の
河
は
、
こ
の
「
天
こ
い

ふ
建
物
の
土
峯
な
の
で
す
」
即
ち
、
此
の
宇
宙
の
基
礎
計
書

な
の
で
す
、
そ
の
箇
々
の
星
は
肉
眼
で
は
見
か
け
ら
れ
ま
せ

ん
か
ら
、
霧
歌
の
帯
に
見
わ
ま
す
、
が
實
は
、
天
の
河
自
身

は
、
巨
億
の
星
の
窪
溜
な
の
で
す
、
軍
に
そ
こ
に
は
、
微
光

星
が
、
多
数
に
集
っ
て
み
る
ご
云
ふ
の
み
で
は
な
く
、
輝
星

も
ヌ
尤
も
多
ぐ
配
置
さ
れ
て
る
る
部
分
な
の
で
す
、
ゴ
ー
ア

ざ
云
ふ
人
は
、
二
等
星
以
上
の
輝
星
三
十
二
の
中
、
其
十
二

は
、
天
の
河
の
中
に
あ
る
が
、
そ
れ
に
連
結
し
て
み
る
微
か

な
星
雲
中
に
浸
っ
て
み
る
こ
ご
を
登
回
し
ま
し
π
。
叉
、
三

等
星
以
上
の
輝
星
九
十
九
中
三
十
三
は
天
の
河
に
あ
る
ε
報

告
し
て
ゐ
ま
す
。
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ニ
ュ
ー
コ
ム
の
星
の
密
度
表
（
ハ
ー
シ
ェ
ル
の
計
算
に
基

く
）
に
よ
る
ご
、
次
の
や
う
に
、
「
天
の
河
」
の
「
箒
」
に
近
づ

く
程
、
星
の
密
度
が
、
急
速
に
、
増
加
す
る
状
態
が
わ
か
り

ま
す
Q

　
帥
ち
、
山
　
は
天
の
河
の
北
極
図
は
天
の
河
の
南
極
を
示

し
、
回
は
、
其
「
川
筋
」
一
碧
は
「
帯
」
を
示
す
の
で
あ
る
が
、

追
星
の
實
藪
、
並
び
に
密
度
の
増
減
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

星の密度

II　III　IV　V　VI　VII　S，flll　IX1

馳
　　

　
髪
舅
．

9　8　7　6 5 4　3　2　ユ
匿

域

星

一一亀　　二＝＝ 闘 二　　一r一　　■幽6

一　六　一　三『 三 四　　ナ』　〇　四●　　●　　●　　● ● o　　②　　o　　●

六　三　七　五 二
四　　四　　一　　二

四　　七　　プb　八
l　　五　（＝）　（）

六
七

九　八　八　七二　　八　五　七 数

一
　

密

三　三　三三　六1
怐@　●　　●　　●一　二二　七　　〇

l　　一　　一　　七

碧　五　三　　三　二二　〇．o　　㊤　　●　三　　五　　〇　　七　二　　四　　ミ　八

度

一「　　｝

　
薬
嚢
に
依
っ
て
も
明
ら
か
な
る
如
く
、
天
の
河
に
近
づ
く

程
星
歎
が
増
し
、
且
、
三
星
が
増
加
す
る
勘
定
で
す
。

　
夏
渉
、
秋
、
冬
を
通
じ
て
、
私
達
は
、
天
の
河
を
見
る
こ
ご

が
出
來
ま
ず
が
、
春
季
に
は
天
の
河
の
極
地
方
乃
至
其
周
圃

し
か
、
私
達
に
は
見
ね
な
い
工
合
に
な
っ
て
ゐ
ま
す
、
そ
ん

な
わ
け
で
、
獅
子
、
乙
女
、
海
蛇
の
附
近
は
、
星
の
密
度
の

最
も
稀
薄
な
部
分
に
當
っ
て
み
る
の
で
す
。
こ
れ
が
、
・
春
天

に
比
較
的
に
星
の
寡
少
な
理
由
で
あ
り
ま
す
。

　
私
は
引
績
い
て
各
時
季
に
見
ぬ
る
星
の
話
を
書
く
で
め
り

ま
せ
う
。
（
つ
や
く
）


